
令和４・５年度「『未来を生き抜く人財育成』学力保障スクラム事業」の取組  Ｅ小学校

現状と課題 現状と課題をもとにした仮説

仮説をもとにした取組内容

【通年】Ｅﾀｲﾑ基礎・基本

【通年】ＴＴ・少人数指導

令和５年度

５月１１日 スクラム会議

８月２２日 スクラム会議

９月 ７日 県学調分析

１１月１日 訪問授業

事業実施報告
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令和４・５年度「『未来を生き抜く人財育成』学力保障スクラム事業」の取組  Ｅ小学校

課題及び今後に向けて

成果
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スクラム加配教員の働きで、様々な
実践を積み重ねることができた。

▼

本年度以降も、持続可能で効果的な
学力向上策を追求する。
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